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application specific integrated circuit）などの専
用 LSI だけではなく、組み込みシステム：例えば
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重要度、国際競争力のスコア計算：非常に高いを 4 点、高い 3 点、低い 2 点、非常に低い 1 点として集計した。
4 おわりに
3 イメージング装置によるがんの診断と実例
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科 学 技 術 動 向　2015年 3・4月号（149号）
1）　がん情報サービス、（独）国立がん研究センターがん対策情報センター：
　　http://ganjoho.jp/public/statistics/pub/statistics02.html
2）　「経済産業省における医療機器産業政策について」、経済産業省商務情報政策局 医療・福祉機器産業室 平成 26 年 11
月：http://www.med-device.jp/pdf/development/event/20141113/1113_0_meti.pdf
3）　Jan Laufer, Peter Johnson, Edward Zhang, Bradley Treeby, Ben Cox, Paul Beard, “In Vivo preclinical Photoacoustic 








6）　JIS C 6802 レーザー製品の安全基準
7）　S. Ueda, “Optical imaging for monitoring tumor oxygenation response after initiation of single-agent bevacizumab 



















ソニー（株）にて SOI MOS デバイス、半導体レーザの研究に従事した後、本社
R&D 戦略部にてコーポレートラボのマネジメント、CTO 補佐に従事。その後経済産
業省、（独）産業技術総合研究所の技術革新型企業創生プロジェクト（ルネッサンス
プロジェクト）、サービスイノベーション、国際産学官連携拠点つくばイノベーショ
ンアリーナの立ち上げに携わった後、（独）理化学研究所を経て現職。
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